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運行概要 

市内循環バス「きらめき号」は、柏原市が直営で運行、無料で乗車可能であり、市内各地域と公共施設及

び鉄道駅を結ぶルートで循環しています。 

土曜日・日曜日・祝日・振替休日・市役所の年末年始の休日（12月29日から翌年1月3日）を除き、毎

日運行しています。 

運行時間は、概ね8～16時台ですが、路線バス（国分駅前～雁多尾畑間）の廃止代替として運行してい

る堅上地域では、通勤・通学及び帰宅時間帯を含む6～18時台で運行しています。 

市内循環バス「きらめき号」はマイクロバス4台と小型車両（ワンボックス）

1台の計5台で運行しています。 

1号車から3号車のマイクロバスは、運行時間によって市内各地域を走行して

おり、運行ルートが固定されていません。そのため、一運行あたりの運行距離

や時間が長くなっています。 

4号車のマイクロバスは、主に堅上地域とJR高井田駅・国分駅東口を結ぶル

ートで運行していますが、午前の一部時間帯には、柏原地域まで運行していま

す。 

5号車の小型車両（ワンボックス）は、主にマイクロバスが入れない地域を運

行しており、固定ルートで運行しています。 

 

市内循環バス「きらめき号」の課題 

市内循環バス「きらめき号」を取り巻く現状を踏まえた課題について、以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内循環バス「きらめき号」見直しの考え方 

市内循環バス「きらめき号」に関する課題から市内循環バス「きらめき号」見直しの考え方を以下の3

つの方針の通り整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内循環バス「きらめき号」見直し計画 概要版 令和 7 年（2025 年）4 月時点

① 長大路線が多く、過密なダイヤ設定により、乗
務環境が厳しく、かつ道路交通事情等による遅
延が発生した場合、遅延回復が困難な状況 

① ルートの距離が長く、過密なダイヤ設定による
乗務環境の負荷の大きい状況にあるため、操車
効率の改善を図る運行形態の構築が必要 

② ルートが固定されておらず、利用者にわかりづ
らいルート・行き先 

③ 近鉄国分駅（東口・西口）、JR 高井田駅、市役
所、老人福祉センター、市立柏原病院の拠点を
起終点とした利用が多い 

④ 利用者の外出目的は「買い物」及び「通院」が
多い 

⑤ 運行区間や時間帯によって、利用者が集中し積
み残しが発生あるいは少ない区間がある 

⑤ 地域のニーズや実情を踏まえた公共交通体系
の構築が必要 

② わかりやすいルート設定が必要 

③ 市内の各地域と公共施設をはじめとした市内
の拠点をアクセスできるネットワークの構築
が必要 

④ 「買い物」や「通院」等の外出目的に適したネ
ットワークの構築が必要 

市内循環バス「きらめき号」を取り巻く現状 市内循環バス「きらめき号」の課題 

⑥ 市内循環バス「きらめき号」の乗り入れ困難な
地域での交通空白地の存在する 

⑥ 交通空白地における移動手段の確保に向けた
対応が必要 

方針① 
  公共施設との連携とともに日常生活に即した運行サー

ビスの提供 

方針② 
   市内循環バス「きらめき号」のわかりやすさの向上 

方針③ 
   持続可能な運行形態・サービスの提供 

市内循環バス「きらめき号」の課題 市内循環バス「きらめき号」見直しの考え方

① ルートの距離が長く、過密なダイヤ
設定による乗務環境の負荷の大きい
状況にあるため、操車効率の改善を
図る運行形態の構築が必要 

⑤ 地域のニーズや実情を踏まえた公共
交通体系の構築が必要 

③ 市内の各地域と公共施設をはじめと
した市内の拠点をアクセスできるネ
ットワークの構築が必要 

④ 「買い物」や「通院」等の外出目的に
適したネットワークの構築が必要 

② わかりやすいルート設定が必要 

⑥ 交通空白地における移動手段の確保
に向けた対応が必要 

・ ルートを再編することで、分かりやすく、かつ効率的な
運行形態を実現 

・ 各地域から最寄りの拠点へのアクセスを確保 
・ 公共施設へのアクセスを確保 
・ 需要規模に応じた交通モードによるサービス提供 
・ 財政負担が現状水準を大幅に上回ることがないように

見直しを実施 
・ 乗降時の安全性向上のため、横断歩道や交差点に近接す

る乗降場の安全性確保対策を実施 

見直しにあたっての前提条件 

道路幅員が狭小でバスが

乗り入れ困難な地域での

対応も検討 
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見直し案の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ルートの設定案の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

・ これまでの 1 号車から 4 号車が、市内の各地域を不規則に循環する運行を市内の拠点間を結ぶ基幹

ルート及び各地域と最寄拠点を結ぶルートに再編 

・ 目的地までの所要時間の短縮を図るとともに、道路交通事情による大幅な遅延への影響を小さくする

ために、各ルートを短く設定 

・ ルートは、以下の 6 ルート及び堅上地域において新たな交通システムを導入 

・南北ルート及び柏原ルートにより、市立柏原病院・ＪＲ柏原駅・市役所の拠点間の輸送力を確保 

・南北ルート及び堅上ルートにより、JR 高井田駅・市民交流センター・国分駅東口の拠点間の輸送力を

確保 

・国分西ルート、国分東ルート及びミニルートは、各地域と国分駅東口の拠点間を運行 

・柏原地域に「柏原中学校南」停留所を新設 

・国分東ルートは、「亀の瀬地すべり歴史資料室前」停留所を新設 

１号車 

２号車 

３号車 

４号車 

５号車 

・ 主に柏原地域内と国分西地域
内を不規則に循環し、市立柏原
病院・市役所・国分駅東口・老
人福祉センター等の拠点間を
運行 

・ 主に国分東地域内と国分駅東
口間を不規則に循環し、一部の
便は市立柏原病院・市役所・老
人福祉センター等を運行 

・ 主に堅上地域内と国分駅東口
間を運行し、一部の便は市立柏
原病院・市役所・老人福祉セン
ター等を運行 

・ 国分東地域内のバス乗り入れ
困難な地区と国分駅東口間を
運行 

南北ルート 

柏原ルート 

国分東ルート 

堅上ルート 

ミニルート 

国分西ルート 

・ 市立柏原病院・ＪＲ柏原駅・市役所・
JR 高井田駅・（仮称）市民交流センタ
ー・国分駅東口の拠点間を運行 

・ 柏原地域内と市立柏原病院・ＪＲ柏原
駅・市役所の拠点を運行 

・ 堅上地域内と国分駅東口間を運行し、
JR 高井田駅・市民交流センター・国分
駅東口の拠点間の輸送力確保も担う 

・ 国分西地域内と国分駅東口の拠点を運
行 

・ 国分東地域内と国分駅東口・JR 高井田
駅の拠点を運行 

・ 国分東地域内のバス乗り入れ困難な地
区と国分駅東口間を運行 

現 況 見直し案 

 

見直し案 

現 況 

道路幅員が狭小でバスが乗り入れ困難な

地域での新たな交通システム導入にむけ

た実証実験を実施した（令和 6 年（2024

年 11 月～令和 7 年（2025 年）1 月）

※現時点（令和 7年（2025 年）4月）における見直し計画案であり、関係機関等との協議・調整により変更することがあります。
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0 :00

0:00

：概ね30分以内で南北ルート
 との乗り換え・乗り継ぎ

：概ね60分以内で南北ルート
 との乗り換え・乗り継ぎ

 

【各ルートのダイヤ設定案】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ きらめき号ミニルートは現在の
ダイヤ（5 号車）を想定 

※現時点（令和 7年（2025 年）4月）における見直し計画案であり、関係機関等との協議・調整により変更することがあります。
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市内循環バス「きらめき号」乗降場所の安全対策について 令和 7 年（2025 年）8 月時点

名称 該当事項

1 JA柏原支店（南行） 交差点の前後5ｍ以内（交差点内）

2 本郷中 横断歩道の前後5ｍ以内

3 JA柏原支店（北行） 横断歩道の前後5ｍ以内

4 文化センター前 横断歩道の前後5ｍ以内

5 平野派出所前（北行） 横断歩道の前後5ｍ以内

6 平野派出所前（南行） 横断歩道の前後5ｍ以内

7 堅上小学校前（北行） 横断歩道の前後5ｍ以内

8 堅上小学校前（南行） 横断歩道の前後5ｍ以内

9 片山町（東行） 横断歩道の前後5ｍ以内

10 小松橋 横断歩道の前後5ｍ以内

11 高井田東（東行） 交差点の前後5ｍ以内

12 高井田東（西行） 交差点の前後5ｍ以内（交差点内での逆向き駐車）

13 青山台 交差点の前後5ｍ以内（街路へのバックによる駐車）

14 青谷（東行） 交差点の前後5ｍ以内

15 青谷（西行） 交差点の前後5ｍ以内

16 旭ヶ丘２丁目南（東行） 交差点の前後5ｍ以内

17 旭ヶ丘２丁目（北行） 交差点の前後5ｍ以内

18 五十村橋（北行） 交差点の前後5ｍ以内

19 東条（東行） 交差点の前後5ｍ以内

20 日の谷口（東行） 交差点の前後5ｍ以内

21 日の谷口（西行） 交差点の前後5ｍ以内

22 柏翠園 交差点の前後5ｍ以内（街路へのバックによる駐車）

23 オリーブ柏原PLUS前 交差点の前後5ｍ以内

24 太平寺（北行） 交差点の前後5ｍ以内（交差点内）

25 円明住宅（西行） 交差点の前後5ｍ以内（交差点内）

26 大県３丁目（北行） 交差点の前後5ｍ以内

27 高井田台 交差点の前後5ｍ以内

28 玉手山公園前（東行） 交差点の前後5ｍ以内（交差点内）

29 玉手山公園前（西行） 交差点の前後5ｍ以内（交差点内）

30 玉手山公園南 交差点の前後5ｍ以内

31 石川町（東行） 交差点の前後5ｍ以内（交差点内）

32 石川町（西行） 交差点の前後5ｍ以内（交差点内）

33 田辺１丁目 交差点の前後5ｍ以内

34 すずらん公園前 交差点の前後5ｍ以内（交差点内）

35 グリーンタウン 交差点の前後5ｍ以内（交差点内）

背景と目的 

平成 30 年（2018 年）に神奈川県横浜市で発生した、バスを降りて道路を横断しようとした女児が対向

車にはねられ死亡した事故をきっかけに、停留所の設置位置が全国的に問題視され、安全対策が急務となり

ました。 

国土交通省が基準に基づき危険性のある路線バスの停留所（危険なバス停）を抽出したところ、全国で１

万箇所以上に上ることが明らかになっています。 

なお、対象となるのは「一般乗合運送事業」に基づく路線バスであり、市内循環バス「きらめき号」は路

線バスではないため、国の調査対象外ですが、利用者が安心して利用できるよう、市としても危険性のある

乗降場所を抽出し、移設などの安全対策の検討を進めていきます。 

 

安全対策の抽出条件 

市内循環バス「きらめき号」における安全対策が必要とされる乗降場所の抽出条件は、国土交通省による

「バス停の安全対策基準」に準じて行います。 

【抽出条件】 

・バスがバス停留所に停車した際に、交差点又は横断歩道にバスの車体がかかるバス停留所 

・バスがバス停留所に停車した際に、交差点又は横断歩道の前後５メートルの範囲にバスの車体がかか

るバス停留所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全対策が必要と考えられる乗降場所 

市内循環バス「きらめき号」における抽出条件に当てはまる安全対策が必要とされる乗降場所は、以下

のとおりです。 

今後、国によるバス停における安全対策の対応例を参考にしながら、対象乗降場所の安全対策の検討を

進めていくものとします。 

■市内循環バス「きらめき号」における安全対策が必要とされる乗降場所 

（令和 7 年 2025 年）8 月時点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■国によるバス停における安全対策の対応例 

 

 

 

 

 

出典：国土交通省資料 

出典：国土交通省資料
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市内循環バス「きらめき号」乗降場所の安全対策について 令和 7 年（2025 年）8 月時点

南へ約 10ｍ 
移設 

：現在 

：移設（案） 

【乗降場所】 

現在 移設（案） 

当該事項：交差点の前後 5m 以内 

※Google ストリートビューをもとに作成したものであり、実際の状況と異なる場合があります。 

※移設に伴い、青山台内を 

  時計回りで周回する必要あり

月極駐車場

大阪府立柏原高校跡地

：現在

：移設（案）

【乗降場所】

当該事項：交差点の前後 5m 以内

（街路へのバックによる駐車）

西へ約 20ｍ

移設 

現在 移設（案）

※Google ストリートビューをもとに作成したものであり、実際の状況と異なる場合があります。

安全対策のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※現時点（令和 7年（2025 年）8 月）における乗降場所の安全対策案の一例であり、関係機関等との協議・調整により変更することがあります。
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施設の統廃合等に伴うルート変更・乗降場所の移設等について 令和 7 年（2025 年）8 月時点

老人福祉センターの廃止に伴うルート変更 

老人福祉センターは、令和 8 年（2026 年）に開館予定の（仮称）市民交流センターに機能が移転し、

現在の施設は廃止される予定です。 

このため、市内循環バス「きらめき号」の「老人福祉センター前」乗降場所も利用できなくなります。 

これを踏まえ、既存の乗降場所から離れた玉手町・石川町方面への乗り入れも含めて、ルート変更や乗降

場所の移設を検討しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新設乗降場所】 

・市立体育館（設置場所案：市立体育館とマンション（シャトールメール）の間付近） 

・玉手町北階段下（設置場所案：市立体育館北側にある階段の下側付近） 

・玉手町北（設置場所案：デイリーカナートイズミヤ玉手店南側付近） 

〔石川町内の通行規制区間での運行が可能となった場合〕 

・石川町南公園前（設置場所案：石川町南公園付近（※北行のみ設置）） 

【移設乗降場所】 

・玉手山公園前（移設先案：安福寺駐車場付近） 

・石川町（移設先案：ローソン柏原石川町店北側付近） 

【廃止乗降場所】 

・老人福祉センター前 

・片山町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※現時点（令和 7 年（2025 年）8 月）におけるルート変更案であり、

関係機関等との協議・調整により変更することがあります。

※Google ストリートビューをもとに作成したものであり、実際の状況と異なる場合があります。

玉手山公園前 

石川町 石川町 

玉手町北 

市立体育館 玉手町北階段下 

石川町南公園前 
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施設の統廃合等に伴うルート変更・乗降場所の移設等について 令和 7 年（2025 年）8 月時点

 

健康福祉センターオアシスの廃止に伴う乗降場所の新設 

健康保健センターオアシスは、令和 8 年（2026 年）に開館予定の（仮称）市民交流センターに機能が

移転し、現在の施設は廃止される予定です。 

このため、市内循環バス「きらめき号」の「健康保健センター前」乗降場所も利用できなくなります。 

これを踏まえ、ルート変更や乗降場所の新設を検討しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新設乗降場所】 

・大県南（設置場所案：万代 柏原大県店東側付近） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【廃止乗降場所】 

・健康保健センター前 

 

 

国分本町付近（5 号車）のルート変更 

現在、5号車が運行する国分本町付近は、国分駅東口～国分本町3丁目～大和川親水公園入口間の短い区

間を折り返し運行しており、利用者も少ない状況にあります。そこで、運行効率の向上を図るため、国分駅

東口～国分本町～市場府営住宅・グリーンタウンを結ぶルート変更の検討をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新設乗降場所】 

・国分本町 4 丁目公園前（設置場所案：国分本町 4 丁目公園付近） 

・西法寺北（設置場所案：西法寺北側、西法寺参詣者駐車場付近） 

・国分市場地区老人集会所前（設置場所案：国分市場地区老人集会所付近） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【廃止乗降場所】 

・国分本町３丁目 

・大和川親水公園入口 

・市場集会所（下）  

※現時点（令和 7 年（2025 年）8月）における乗降場所の新設案であり、 

関係機関等との協議・調整により変更することがあります。 

※現時点（令和 7 年（2025 年）8月）におけるルート変更案であり、

関係機関等との協議・調整により変更することがあります。

※Google ストリートビューをもとに作成したものであり、実際の状況と異なる場合があります。 

※Google ストリートビューをもとに作成したものであり、実際の状況と異なる場合があります。

国分本町 4 丁目公園前 西法寺北 国分市場地区老人集会所前 
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施設の統廃合等に伴うルート変更・乗降場所の移設等について 令和 7 年（2025 年）8 月時点

 

柏原中学校南乗降場所の新設 

市内循環バス「きらめき号」の見直しにあたり、柏原地域ではＪＲ柏原駅を拠点としたルート変更を検

討しており、令和5年（2023年）に供用した都市計画道路大県本郷線を通るルートとしています。そこで、

都市計画道路大県本郷線において、市立柏原中学校南乗降場所の新設の検討をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新設乗降場所】 

・柏原中学校南（設置場所案：市立柏原中学校グラウンド南側付近） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

積み残し対応について 

市内循環バス「きらめき号」の見直しにあたり、利用者が集中して一度に乗り切れない（積み残しが発生

する）事象については、ルート変更やダイヤの見直しにより、積み残しが発生しないよう対応していきま

す。このため、従来行っていた積み残し対応は、すべてのルートで廃止する方向で検討しています。 

 

車いす利用者への対応について 

車いす利用者は、市内循環バス「きらめき号」とは別に車いす専用車両を前日までに予約することで利

用することが出来ていましたが、車いす専用車両については、車両の老朽化により今後継続が難しい状況

です。 

 

 

 

 

 

※現時点（令和 7年（2025 年）8月）における乗降場所の新設案であり、 

関係機関等との協議・調整により変更することがあります。 

※Google ストリートビューをもとに作成したものであり、実際の状況と異なる場合があります。 


